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第１章 概要 
 

本章は、ＳＣ－８２７７ ネットワークステーション（以降 ｍａｘＵＳＴと呼称することがありま
す）の概要を記述しています。 

 
１．１ 特徴 
 
ＳＣ－８２７７には以下の特徴があります。 

 
（１） 最大４８ポートのサポート 

通信基板（ＬＸＵ／ＬＶＵ／ＬＴＵ：各４ポート）を１２枚装着することにより、ＷＡＮ側最大 
４８ポートの構成が可能です。 
多ポートを集約し、ラックマウント時で弊社製ＳＣ－８２５５と比較して最大５３％スペース効 
率が向上します。 

 
（２） フェイルセーフ機能 

監視切替制御基板（ＭＣＵ）による自動切替機能により、フォールバック・スイッチと連動して 
通信基板故障時に予備基板と自動的に切り替えます。 
また、電源部は各通信基板に搭載しているので、電源故障時の影響を最少化できます。 

 
（３） ホットスワップ機能 
    システム稼働中に通信基板の増設、交換が可能です。 
 
（４） ＩＮＳ直収機能 

Ｉ．４３０／Ｖ．１１０インターフェイスをサポートします。 
ＩＳＤＮや高速ディジタル回線に、外付けのＴＡなしで直結できます。 
ＴＡやそれと接続するケーブルが不要なので、導入コストやラックスペースが削減できます。 
また、ＴＡの詳細な設定が不要なため導入作業が軽減され、ＵＳＴ内部でＴＡの監視を行うので、 
より信頼性の高いシステムが構築できます。 
 

 
（５） １００ＢＡＳＥ－ＴＸのサポート 

１０ＢＡＳＥ－Ｔに加え、内蔵スイッチングＨＵＢにより１００ＢＡＳＥ－ＴＸをサポートしま 
す。 

 
（６） 表示装置の変更 

表示装置が従来の「LCD」から「VFD」に変更になりました。 
それに伴い、輝度調整用のキーボードオペレーションを追加しました。 
イニシャル時は設定されている輝度で VFD表示を行います。 
輝度が設定されていない場合には、５０％輝度（デフォルト）で表示を行います。 
 

（７） 外部ＨＵＢとのリンク状態監視 
ＵＳＴが接続する外部 HUBとのリンク状態を、１秒間隔で監視します。 
リンク状態がアップ→ダウン、またはダウン→アップに変化したら、ログを出力します。 
また、リンク状態がダウンからアップ状態に変化した場合、各通信基板およびＭＣＵ基板から、 
Gratuitous ARP（PowerON ARPと同一の ARP）を送信します。 
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（８） ＳＮＭＰエージェント機能 
SNMP v1に準拠したエージェント機能が使用できます。 
但し、SNMPマネージャからの管理情報取得要求のみをサポートし、管理情報変更要求、 
トラップ通知はサポートしていません。 
SNMPマネージャは、最大 3件まで登録できます。 
 

（９） ＳＮＴＰクライアント機能 
タイムサーバに対して、設定した日付に１日１回時刻要求を行い、内蔵時計の時刻を修正する 
ことができます。時刻要求日は、1ヶ月あたり最大５日まで設定できます。 
通信基板における時刻修正精度は、±１秒です。 

 
（１０） セキュリティ機能 

セキュリティ機能として、以下の３つの機能を追加しました。 
① キーボード・ロック機能 

② LAN経由メンテナンスコマンド・ロック機能 

③ IPアドレス非表示機能 
 



１．２ 位置付け 
 
ｍａｘＵＳＴは、ＴＣＰ／ＩＰプロトコルを持たない装置を、ＴＣＰ／ＩＰネットワークに接続する

ネットワークサーバです。 
 

図 １．１ システム構成 
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                 端末   端末        端末    端末 

IXSAM､ WinSAM､ ASTAM､ ROS3、D-BOX EX搭載  ＊3 

10BASE-T，100BASE-TX 

DSU ﾓﾃﾞﾑ

ｱﾅﾛｸﾞ専用 
回線 

ﾓﾃﾞﾑ 

I.430/V.110×2/4 V.24/V.28×4/8

ﾓﾃﾞﾑDSU 

全銀／ＪＣＡ等 

ＴＡ ＴＡ ﾓﾃﾞﾑ 

電話網 

ﾓﾃﾞﾑ 

ＩＳＤＮ ＊１ 

ＴＡ 

高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ 
回線 ＊２ 

ﾓﾃﾞﾑ 

外部

機器

DSU 

外部 
機器 

ＳＣ－８２７７ ＳＣ－８２７７ 

ホスト 

 
 
 
 
 
 
＊1 ＩＳＤＮとの接続は、Ｉ．４３０／Ｖ．１１０用基板の場合、ＴＡは不要です。 

但し、外付けのＤＳＵは必要です。 
 
＊２ 高速ディジタル回線との接続は、Ｉ．４３０／Ｖ．１１０用基板の場合、ＴＡは不要です。 

但し、外付けのＤＳＵは必要です。 
 

＊ ３ ＩＸＳＡＭ ：ＵＳＴ制御用のミドルウェア。ＵＮＩＸ用。 
   ＷＩＮＳＡＭ：ＵＳＴ制御用のミドルウェア。Ｗｉｎｄｏｗｓ用。 
   ＡＳＴＡＭ ：ＵＳＴ制御用のミドルウェア。ＡＳ４００用。 
   ＲＯＳ３   ：全銀／ＪＣＡ用の集配信パッケージ。 
   D-BOX EX ：全銀／ＪＣＡ用の統合集配信パッケージ。 
 



 
 

図 １．２ 位置付け 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

LAN WANまたは直結

 

外部機器 ホスト 
アプリケーション 

STNA 

 
TCP／ＩＰ 

ＢＳＣ系手順 
ＬＡＰＢ 
Ｘ．２５ 
無手順等 

 
ｍａｘＵＳＴ

アプリケーション 

 
ＳＴＮＡとは、弊社独自のネットワークサーバ制御用のプロトコルです。 
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１．３ 基本機能 
 
 
（１）プロトコル変換機能 

ｍａｘＵＳＴは、ＢＳＣ系手順、ＬＡＰＢ、Ｘ．２５、無手順等を持つ端末システムと、ＴＣＰ

／ＩＰネットワーク上のホストとの中継を行います。 
これにより、ＢＳＣ等のデータリンク層の手順を意識することなく、ホスト側のアプリケーショ

ンを作成することができます。 
 
 

図 １．３ プロトコル構成 
 

外部機器 ｍａｘＵＳＴホスト 

 
アプリケーション 

 
アプリケーション 

STNA(HOST) 
TCP 

IP

V.24/V.28,Ｘ.21 

 
各プロトコル

プロトコル変換

STNA(端末)

TCP 

IP

V.24/V.28，Ｘ.2110BASE-T 
100BASE-TX

 
各プロトコル 

10BASE-T 
100BASE-TX 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）通信制御機能 
   プロトコルの詳細に関しては、「機能解説書 各プロトコル編」を参照して下さい。 
 
（３）監視機能 

監視切替制御用の専用基板（以降、ＭＣＵ基板）により、各通信基板の状態が監視できます。

各基板の稼働状況をホストに通知することができます。 
また、ファン状態の監視を行います。 

 
（４）切替機能 

ＭＣＵ基板により、故障基板を自動的に予備の基板に切り替えることができます。 
 また、前面のキーボードから手動での切替も可能です。 
 
 

（５）ホットスワップ機能 
 稼動中に基板の交換、増設が可能です。 
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１．４ 接続例 
 

図 １．４ 接続例 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホスト IXSAM、WINSAM、ASTAM、ROS3 搭載

全銀／ＪＣＡ 

４０回線 

本番回線 

IBM 互換機

 
予備回線 
 ８回線 

全銀／ＪＣＡ端末

maxUST 

フォールバック・スイッチ 

モデム／NCU 

公衆回線 

 
 
 
ｍａｘＵＳＴは、外部通信インターフェイスを最大４８ポート持ち、「端末と電話網での接続」、 
または「外部機器と専用線での接続」が可能です。 
端末と電話網の接続手順は、ＢＳＣ系（全銀、ＪＣＡ、ＢＳＣ）、無手順等が使用できます。 
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１．５ 機器構成 
 

図 １．５ ｍａｘＵＳＴ構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電子警報装置用ポート 

ＷＡＮ 4P × １２ 

通信基板 ２ 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ PC 用 10BASE-T ﾎﾟｰﾄ

ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸ･ｽｲｯﾁ用ﾎﾟｰﾄ 

通信基板 １ 

ＭＣＵ基板（監視＋ＨＵＢ機能） 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ PC 用ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ 

ＶＦＤ 

ＫＢ 

通信基板 Ｃ 

内部シリアルバス 

内部 Ethernet 

 Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 10BASE－Ｔ、100BASE-TX 
 
 
 
 

（１）通信基板 
  ＷＡＮ側のインターフェイスの種類により、ＬＶＵ（Ｖ．２４／Ｖ．２８）、ＬＸＵ（Ｘ．２１）
とＬＴＵ（Ｉ．４３０／Ｖ．１１０）の３種類の基板があります。１～１２枚装着することがで

きます。各基板毎にＩＰアドレスを設定します。 
ＬＶＵ、ＬＸＵ基板１枚当たり４ポートをサポートします。ＬＴＵ基板は、４ポート（２Ｉ）を

サポートします。 
 ＣＰＵ、メモリ（ＲＯＭ／ＲＡＭ）、シリアル通信 Ｉ／Ｆ、ＶＦＤがあります。 
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（２）ＭＣＵ基板 

    監視、切替制御用の基板です。内部 HUBもこの基板上にあります。 
    ＳＣ－８２７７ １台につき１枚、必ず装着します。 
     

  ＣＰＵ、メモリ（ＲＯＭ／ＲＡＭ）、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ(10BASE-T、100BASE-TX) Ｉ／Ｆ、メ
ンテナンスＰＣ用コネクタ、フォールバック・スイッチ用ポート、電子警報装置用ポート、ＶＦ

Ｄ、電源部があります。 
 

    注）100BASE-TX ボードは、10M/100M/全二重/半二重兼用のオートネゴシエーション機能対応
です。 

 
（３）キーボード 

    手動での基板の切替や各種メンテナンス用のオペレーションのための簡易キーボードです。 
 
 

（４）ＶＦＤ 
ＭＣＵ基板と通信基板の状態を表示します。 
また、キーボードのオペレーションの結果を表示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 9

１．６ 諸元 
 
 
 定 格 電 圧    ＡＣ１００Ｖ ±１０％、５０／６０ＨＺ 
 
 定 格 電 流    最大 １．７Ａ 
 
 発   熱   量    最大 約４１４ｋＪ/h 
 
 温 度 条 件    ０～４０℃ 
 
 湿 度 条 件    ２０～８０％ＲＨ（ただし結露しないこと） 
 
 設 置 形 態    ラックマウント型、デスクトップも可 
 
 外 形 寸 法    幅４２９㎜×奥行き２９９．２㎜×高さ３５２㎜ 
      （ゴム足含む、ラック取付Ｌ金具と突起部を除く） 
 
 重     量    最大２５㎏（電源コード含む） 
 
 Ｖ Ｃ Ｃ Ｉ    ＶＣＣＩ－Ａ適合 
 
 安 全 規 格    弊社安全規格準拠 
 
 電     池        寿命 全期間電源 OFFで約３．５年 
                             1日 8時間電源 ONで約 5年 
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１．７ 外観図 
 
 

      図 １．６ 前方図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                図 １．７ 後方図 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第２章 機能解説 
 

本章は、ｍａｘＵＳＴの各機能についての解説を記述しています。 
 

２．１ ＬＡＮ側プロトコル 
 

本機のＬＡＮ側は以下のようなプロトコルを実装しています。 
また、ＭＣＵ基板および各通信基板毎にＴＣＰ／ＩＰプロトコルを実装しています。 
 

ＯＳＩ７層モデル 
  

７ 

６

５

４

３

２

トランスポート ＴＣＰ 

ＩＰ ネットワーク 

データリンク 

物   理 

 
Ｅｔｈｅｒｎｅｔ

 
 

上    位 

１
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２．２ 接続方式 
 

ＨＯＳＴ－ｍａｘＵＳＴ間のコネクション確立は以下の手順で行います。 
 

 
（１）端末からのコネクション要求 
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ＳＹＮ ＡＣＫ  

ＨＯＳＴ向けデータ

端 末 ｍａｘＵＳＴ

(999)    ＳＹＮ     (999)

端末に対する応答ＡＣＫ 
ＨＯＳＴ向けデータ 

ＡＣＫ 

 端末からの応答

端末向けデータ

ＡＣＫ 
端末向けデータ 

ＨＯＳＴ 

 
 

（ＬＡＮ） （ＬＡＮ） （ＷＡＮ）（ＷＡＮ） 
 
 

【端末からのコネクション要求】 
1. ｍａｘＵＳＴは、端末からのＨＯＳＴ向けデータを受信した際にＨＯＳＴとのＴＣＰコネク

ションを確立します。 
コネクション要求時のＨＯＳＴ側ＴＣＰポート番号は、９９９固定です。 

2. コネクション確立後は、確立したコネクションを用いてＨＯＳＴ－端末間のデータ転送を行
います。 

 



 
（２）ＨＯＳＴからのコネクション要求 
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端末向けデータ

端末からの応答

端 末 ｍａｘＵＳＴ

ＳＹＮ ＡＣＫ 
(任意)    ＳＹＮ    (999)

ＡＣＫ 

端末向けデータ 
ＡＣＫ 

  ＨＯＳＴ向けデータ 
ＡＣＫ  端末に対する応答

ＨＯＳＴ向けデータ

ＨＯＳＴ 

 
 
 
 
 
 （ＬＡＮ） （ＷＡＮ）
 
 
 

【ＨＯＳＴからのコネクション要求】 
1. ＨＯＳＴからのコネクション要求に対してコネクションを確立します。 

コネクション要求時のＨＯＳＴ側ＴＣＰポート番号は任意ですが、ｍａｘＵＳＴ側ＴＣＰポ

ート番号は、９９９固定です。 
2. コネクション確立後は、確立したコネクションを用いてＨＯＳＴ－端末間のデータ転送を行

います。 
 



２．３ 宛先管理 
 

各通信ポートに接続される端末の宛先ホストは、メンテナンスユーティリティのセットアップ機能を

使用して、本機内部の宛先管理テーブルに該当ホストのＩＰアドレスを登録することにより、決定し

ます。 
下図の例では、SLOT1 CH1入出力データの宛先として「WindowsPC②」の IPアドレスを、SLOT1 
CH2入出力データの宛先として「WindowsPC①」の IPアドレスをメンテナンスユーティリティで指
定します。 
 

図 ２．１ 宛先管理例 
 
 

WindowsPC 
+WinSAM ② 

 WindowsPC 
+WinSAM ①  
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   メンテナンス用パソコン               
 

    

WAN_A WAN_B 

Ethernet(TCP/IP)

ｍａｘＵＳＴ 

SLOT1-CH1 SLOT2-CH2

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

  



２．４ 監視機能 
 

［各通信基板の監視］ 
 ＭＣＵ基板から各通信基板の稼働状況の監視を行います。 
 監視は、内部シリアルバス経由とＥｔｈｅｒｎｅｔ経由の両方で行います。 
 監視結果は、前面の表示パネルに表示します。監視結果をホストに通知することもできます。 
 監視により、異常状態を検出した場合は、電子警報機（別売）を起動する機能があります。 
 
 
 図２．２ 通信基板の監視例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＨＯＳＴ 通信基板 ＭＣＵ 

内部バス経由監視 

応答 

ETHER経由監視

応答 

状態変化をＬＣＤ

に表示 

通信基板ダウン
状態通知 

SC-8277

警報機起動 

電子警報機 

 
 
［ファンの監視］ 
 ＭＣＵ基板がファンの稼働状態を監視します。ファン停止を検出すると表示パネルに表示します。 
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２．５ 切替機能 
 

通信基板に異常が発生した場合、外付けのフォールバック・スイッチ（別売）と連動して、予めスロ

ットに装着、設定してある予備基板への切替を自動的に行うことが可能です。 
 
［切替方式と構成］ 
 切替は通信基板単位で行います。 
切替の方式は、 
 ・ＭＣＵが通信基板の異常を検出し、自動的に切り替える。 
・ホストからの指令により、切り替える。 
・前面部の簡易キーボードより手動で切り替える。 

が選択可能です。 
本番対予備の構成はＮ枚：１枚で、最大本番基板 １１枚に対して予備基板 １枚の構成が可能です。 
復旧後の切戻（本番基板に異常が発生し、切替が行われた後、異常状態を取り除いた状態での予備基

板から本番基板への切替）は、原則として手動で行います。 
 

 ［ＩＰアドレス、通信パラメータの引継ぎ］ 
切替時にＩＰアドレスの引継ぎを行うので、アプリケーションで通信基板が切り替わったことを意識

する必要がありません。 
同様に通信パラメータも引継ぎを行うので、設定の異なる通信基板の予備基板を共通にできます。 
これにより、予備基板の節減ができます。 
但し、ＬＡＰＢとＢＳＣ系等通信基板内部のファームウェアが異なる場合は予備基板の共通化は 
できません。 
 

 ［グループ化機能］ 
ｍａｘＵＳＴ内の通信基板をグループ化することにより、自動切替を行う基板と行わない基板のグル

ープ化が可能です。１グループに対し予備基板は１枚のみ設定できます。 
 
 
 図２．３ ｍａｘＵＳＴ設定例 
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SLOT1 

SC-8277 
SLOT1 SLOT1 SLOT1 SLOT1 SLOT1 SLOTCSLOTB SLOTA SLOT7SLOT6

グループ２ 
自動切替あり、本番３：予備１ 

グループ１ 
自動切替あり、本番５：予備１

グループ３ 
自動切替なし
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 ［自動切替時動作例］ 
 ホストからの指令による自動切替の例です。 
 
  図２．４ 自動切替時動作例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

切替完了 

基板ダウン 

ＨＯＳＴ 通信基板 ＭＣＵ 

応答 
内部バス経由監視

ETHER経由監視

応答 

状態変化をＬＣＤ

に表示 

本番基板ダウン

状態通知 

SC-8277

切替指令 

予備基板 
IP ｱﾄﾞﾚｽ･通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾛｰﾄﾞ

ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸ･ｽｲｯﾁ切り替え

予備基板 
予備基板ﾘｽﾀｰﾄ 

状態通知 

ダウン基板ホールド ＊ 

状態変化をＬＣＤ

に表示 

 
 
 
 
 
 
   ＊ ハード的にリセット状態のままとし、動作しない状態にします。 
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２．６ ホットスワップ機能 

 
  ＳＣ－８２７７は、電源投入状態で以下の操作ができます。従って、操作対象以外の通信基板のオン 
ライン動作に影響を与えずにメンテナンスが可能です。 
 

   ①故障基板の交換 
   ②基板の増設、削減 
   ③基板の設定変更 

 
  但し、②、③に関してはＭＣＵ初期化を行うため、その間１～２分間程度監視機能が停止します。 
 
２．７ ＭＣＵ設定項目 

 
ＭＣＵに関する設定は以下の項目があります。 
 
（１）ネットワーク関連 

自局ＩＰアドレス 
宛先ＩＰアドレス 

 
（２） 監視機能に関する設定 
   状態通知モード： 状態変化（電源投入を含む）で状態通知をホストに入力するかどうかを設定

します。 
監視間隔   ： 監視終了後次の通信基板の監視開始までの時間を設定します。 
監視パターン ： 内部シリアルバス経由の監視とイーサ経由の監視の割合を設定します。 

 
 
２．８ スロット設定項目 

 
通信基板毎の監視・切替に関する設定を行います。 

 
    自局ＩＰアドレス  ： 基板のＩＰアドレスを設定します。 
    基板ＩＤ      ： 基板種別を示すＩＤを設定します。 
    基板属性      ： 本番基板、予備基板の種別を設定します。 
    グループＮＯ．   ：  基板のグループのＮＯ．を設定します。本番基板で同一 group に予備

基板がある場合は、切替の対象となります。 
    自動切替      ： ｍａｘＵＳＴで自律的に切り替えるか否かを設定をします。 
    自動リスタート   ： 予備基板がない場合、本番基板の異常時に自動リスタートをするか否か

を設定します。 
    ＦＢスイッチの有無： フォールバック・スイッチを使用するか否かを設定します。 
    ＦＢスイッチ UNITアドレス／開始スロット： 
                        フォールバック・スイッチのＵＮＩＴアドレスと開始スロットを設定し 
               ます。 
    ＦＢチャネル数  ： フォールバック・スイッチで切り替えるチャネルの数を設定します。 
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２．９ 障害管理 

 
メンテナンスユーティリティの「メンテナンス メニュー」で「メンテナンス情報」を選択してＵＳＴ
からデータを読み込むと、本機内部に記録されているエラー情報、および通信トレース情報を確認す

ることができます。また、その情報をファイルに保存することができます。 
また、前面の簡易キーボードと表示パネルを使用して、エラー情報、および通信トレース情報を確認

することができます。 
 

２．１０ 履歴管理 
 

メンテナンスユーティリティの「メンテナンス メニュー」で「メンテナンス情報」を選択してＵＳＴ
からデータを読み込むと、本機の立上げの履歴をタイムスタンプ（日時）と併せて確認することがで

きます。 
また、その情報をファイルに保存することができます。 
 

２．１１ 保守支援 
 

（１）メンテナンスユーティリティ 
「メンテナンス メニュー」で「ループバック起動」を選択すると、宛先機器との接続を確認
することができます。 
また、「プログラム書き込み」を選択すると、使用するプログラムを容易にアップデイトする

ことができます。 
（２）リモートメンテナンス 
   ・ネットワーク監視装置（セイコープレシジョン製品）により、遠隔地からメンテナンスを行

うことができます。 
（３）不揮発性メモリ 
   ・ＳＲＡＭエリアはすべてバッテリーバックアップされています。 
   ・プログラムエリアはすべてフラッシュメモリになっており、容易にアップデイトが可能です。 
 
 

２．１２ セットアップ機構 
 

本機は、本体前面右下のメンテナンスコネクタ（Ｄサブ９ピン）にWindowsPCを接続し、「メンテ
ナンスユーティリティ」を起動して「セットアップメニュー」で各種設定を行うことにより、セット

アップが容易にできます。 
また、その情報をファイルに保存したり、セットアップ後本機から直接読み込んで、確認することも

できます。 
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「空白」 
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Appendix-A（規約） 
 

ＲＦＣ番号 Ｔｉｔｌｅ 
７９１  Internet Protocol 

７９２  Internet Control Message Protocol 

７９３  Transmission Control Protocol 

８２６  Ethernet Address Resolution Protocol 

 

 
ＩＴＵ－Ｔ勧告 内容 
Ｖ．２４  ＤＴＥ－ＤＣＥ Ｉ／Ｆ間の相互接続回路の規定 

Ｖ．２８  ＤＴＥ－ＤＣＥ Ｉ／Ｆ間の電気的特性の規定 

Ｖ．２５bis  自動起呼／自動応答手順についての規定 

Ｖ．１１０  Ｖシリーズインターフェイスを有する端末装置（ＤＴＥ）のＩＳＤＮへ

 の収容 

Ｉ．４３０  ＩＳＤＮユーザ・網インターフェイス 基本インターフェイスレイヤ１

 仕様 

Ｘ．２１  公衆データ網における同期式動作向けデータ端末装置とデータ回線終端

 装置間のインターフェイス 

Ｘ．２５  公衆データ網に専用線で接続されたパケットモードで動作するデータ 

 端末装置とデータ終端装置間のインターフェイス 
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「空白」 

 

 



 

ご意見・ご要望記入用紙
 

本書の内容・構成等、または製品について、ご意見、ご要望、お気づきの点がございましたら、

下記にご記入のうえ、ＦＡＸもしくは弊社営業担当にお渡しください。 
なお、お寄せいただいたご意見等は、弊社にて随時利用させていただきますので、ご了承くださ

い。 
 

平成   年   月   日 ＳＪ066620301-2 
ＳＣ－８２７７ 
機 能 解 説 書 
全体概要編 

 
ご芳名 

 
貴社名／ご所属 

 

 
ご住所 〒 
 
 
電話 
 
送付先 〒２７５―８５５８ 
 千葉県習志野市茜浜１－１－１ 
 セイコープレシジョン株式会社 
  
 ＦＡＸ ０４７－４７０－７０７７ 

［ご意見・ご要望］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊＊＊ ご協力ありがとうございました。 ＊＊＊ 
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